
(57)【要約】

　【課題】　洗浄用ノズルとして用いる二流体ノズルか

ら、打力が強い気液混合ミストを噴射する。

　【解決手段】ノズル本体の軸心線に沿って気体を供給

すると共に、該気体に対して外周方向より液体を混合さ

せる混合室を設け、該混合室に噴射室を連通させ、該噴

射室の噴射側は、先端面を平坦面あるいは円弧面とした

閉鎖部とすると共に、その内部に、中心の頂点に向かっ

て漸次小径とした軸方向断面が円弧状となるドーム状の

主孔を設け、該主孔に前記混合室より混合流体を流入さ

せ、かつ、該噴射室の噴射側先端の前記閉鎖部に、外周

縁と所要の隙間をあけて直径方向の切り込みを設け、該

切り込みは長さ方向の両端より中心に向けて深さ方向に

傾斜させ、該切り込みの中央部を前記主孔の先端側と連

通させ、該主孔との連通位置を内端として前記噴射側外

面に向けてテーパ状に広がるスリット状の前記噴射孔を

設けている。

　【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ノ ズ ル 本 体 に 形 成 し た 気 体 流 入 口 と 液 体 流 入 口 と か ら 夫 々 供 給 す る 気 体 と 液 体 と を 混 合
室 で 混 合 し 、 該 気 液 混 合 流 体 を 噴 射 室 に 設 け た 噴 射 孔 よ り 気 液 混 合 ミ ス ト を 噴 射 す る 二 流
体 ノ ズ ル に お い て 、
　 前 記 ノ ズ ル 本 体 の 軸 心 線 に 沿 っ て 気 体 を 供 給 す る と 共 に 、 該 気 体 に 対 し て 外 周 方 向 よ り
液 体 を 混 合 さ せ る 混 合 室 を 設 け 、 該 混 合 室 に 噴 射 室 を 連 通 さ せ 、
　 前 記 噴 射 室 の 噴 射 側 は 、 先 端 面 を 平 坦 面 あ る い は 円 弧 面 と し た 閉 鎖 部 と す る と 共 に 、 そ
の 内 部 に 、 中 心 の 頂 点 に 向 か っ て 漸 次 小 径 と し た 軸 方 向 断 面 が 円 弧 状 と な る ド ー ム 状 の 主
孔 を 設 け 、 該 主 孔 に 前 記 混 合 室 よ り 混 合 流 体 を 流 入 さ せ 、 か つ 、 該 噴 射 室 の 噴 射 側 先 端 の
前 記 閉 鎖 部 に 、 外 周 縁 と 所 要 の 隙 間 を あ け て 直 径 方 向 の 切 り 込 み を 設 け 、 該 切 り 込 み は 長
さ 方 向 の 両 端 よ り 中 心 に 向 け て 深 さ 方 向 に 傾 斜 さ せ 、 該 切 り 込 み の 中 央 部 を 前 記 主 孔 の 先
端 側 と 連 通 さ せ 、 該 主 孔 と の 連 通 位 置 を 内 端 と し て 前 記 噴 射 側 外 面 に 向 け て テ ー パ 状 に 広
が る ス リ ッ ト 状 の 前 記 噴 射 孔 を 設 け て い る こ と を 特 徴 と す る 二 流 体 ノ ズ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ノ ズ ル 本 体 に 形 成 し た 気 体 流 入 口 と 液 体 流 入 口 と か ら 夫 々 供 給 す る 気 体 と 液 体 と を 混 合
室 で 混 合 し 、 該 気 液 混 合 流 体 を 噴 射 室 に 設 け た 噴 射 孔 よ り 気 液 混 合 ミ ス ト を 噴 射 す る 二 流
体 ノ ズ ル に お い て 、
　 前 記 ノ ズ ル 本 体 の 軸 心 線 に 沿 っ て 気 体 を 供 給 す る と 共 に 、 該 気 体 に 対 し て 外 周 方 向 よ り
液 体 を 混 合 さ せ る 混 合 室 を 設 け 、 該 混 合 室 に 噴 射 室 を 連 通 さ せ 、
　 前 記 噴 射 室 の 噴 射 側 は 先 端 面 を 平 坦 面 と し た 閉 鎖 部 と す る と 共 に 、 そ の 内 部 に 、 中 心 の
頂 点 に 向 か っ て 漸 次 小 径 と し た 軸 方 向 断 面 が 円 弧 状 と な る ド ー ム 状 の 主 孔 を 設 け 、 該 主 孔
に 前 記 混 合 室 よ り 混 合 流 体 を 流 入 さ せ 、 か つ 、 該 噴 射 室 の 噴 射 側 先 端 の 前 記 閉 鎖 部 に 、 一
定 深 さ で 直 径 方 向 に 貫 通 さ せ た 切 り 込 み を 設 け 、 該 切 り 込 み の 中 央 部 を 上 記 主 孔 の 先 端 側
と 連 通 さ せ て ス リ ッ ト 状 の 噴 射 孔 を 設 け 、 さ ら に 、
　 前 記 噴 射 側 外 周 を 囲 む リ ン グ を 設 け て 、 該 リ ン グ の 先 端 を 前 記 切 り 込 み 底 面 と 前 記 噴 射
側 外 端 面 と の 間 の 所 要 位 置 に 突 出 さ せ 、 該 リ ン グ 先 端 位 置 を 調 節 す る こ と に よ り 前 記 噴 射
孔 の 噴 霧 角 度 を 調 節 で き る 構 成 と し て い る こ と を 特 徴 と す る 二 流 体 ノ ズ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 噴 射 孔 の 噴 射 角 度 θ は ５ ０ ～ ９ ０ 度 と し て い る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 二
流 体 ノ ズ ル 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 混 合 室 は 、
　 前 記 軸 心 線 に 沿 っ て 供 給 す る 気 体 の 外 周 に 液 体 を 供 給 し て 混 合 す る と 共 に 、 先 端 側 に 向
け て 縮 径 す る 断 面 テ ー パ 状 と し た 第 １ 混 合 室 と 、
　 該 第 １ 混 合 室 に 小 径 流 路 を 挟 ん で 設 け た 大 径 の 第 ２ 混 合 室 と か ら な り 、
　 前 記 第 ２ 混 合 室 と 、 該 第 ２ 混 合 室 よ り 小 径 と し た 前 記 噴 射 室 と の 間 に 、 混 合 流 体 の 外 周
部 が 衝 突 す る 段 差 壁 面 を 設 け て い る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 二 流 体
ノ ズ ル 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 噴 射 側 外 端 面 に お け る 噴 射 孔 の 長 さ Ｌ １ と 、 該 長 さ Ｌ １ と 直 交 方 向 の 幅 Ｗ と は 、 Ｌ
１ ： Ｗ ＝ ３ ： １ ～ １ ０ ： １ と し 、 か つ 、
　 前 記 長 さ Ｌ １ と 、 前 記 噴 射 孔 内 端 の 内 径 Ｌ ２ と は 、 Ｌ １ ： Ｌ ２ ＝ １ ． ５ ： １ ～ ５ ： １ と
し 、 さ ら に 、
　 前 記 噴 射 孔 内 端 か ら 外 端 ま で の 深 さ Ｄ と 、 直 交 方 向 の 幅 Ｗ と は 、 Ｄ ： Ｗ ＝ １ ： １ ～ ３ ：
１ と し て い る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 記 載 の 二 流 体 ノ ズ ル 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 噴 射 室 お よ び 噴 射 孔 を 設 け た ノ ズ ル チ ッ プ を ノ ズ ル 本 体 と 別 体 と し て 設 け て 、 一 体
的 に 組 み つ け て い る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 二 流 体 ノ ズ ル 。
【 請 求 項 ７ 】
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　 洗 浄 用 ノ ズ ル で あ る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 二 流 体 ノ ズ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 二 流 体 ノ ズ ル に 関 し 、 洗 浄 用 、 冷 却 用 等 に 用 い ら れ 、 特 に 、 電 気 電 子 部 品 等
の 精 密 部 品 の 微 細 洗 浄 に 好 適 に 用 い ら れ る も の で 、 ノ ズ ル か ら の 噴 霧 の 厚 み を 薄 く し て 強
い 打 力 を 発 生 さ せ て 洗 浄 力 を 高 め る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 液 晶 製 造 工 程 に お い て 、 ガ ラ ス 切 断 後 の 洗 浄 や 回 路 等 の 現 像 後 の 洗 浄 は 、 細 部 の
洗 浄 を 行 う 必 要 が あ る た め 、 二 流 体 ノ ズ ル を 用 い 、 水 に 空 気 を 混 合 し て 水 の 微 粒 化 を 図 っ
た 気 液 混 合 ミ ス ト を 噴 射 し て 、 洗 浄 を 行 う よ う に し て い る 。
　 こ の 種 の 二 流 体 ノ ズ ル で は 、 噴 霧 距 離 （ 長 さ ） を 広 げ て 広 範 囲 で の 洗 浄 を 可 能 と す る 一
方 、 噴 霧 長 さ と 直 交 方 向 の 噴 霧 厚 さ を 薄 く し て 噴 霧 打 力 を 高 め る こ と が 好 ま し く 、 よ っ て
、 噴 口 は 長 円 あ る い は 楕 円 形 状 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 本 出 願 人 は 、 従 来 、 特 開 平 ２ － ２ ７ ３ ５ ６ ５ 号 公 報 （ 特 許 第 ２ ７ １ ０ ３ ９ ８ 号
） に お い て 、 図 ６ に 示 す 二 流 体 ノ ズ ル １ を 提 案 し て い る 。
　 上 記 二 流 体 ノ ズ ル １ で は ド ー ム 状 と し た 噴 射 部 １ ａ に 直 径 方 向 の 切 り 込 み を 設 け て 噴 射
孔 ３ を 設 け て い る 。 こ の 噴 射 孔 ３ か ら 噴 射 さ れ る 気 液 混 合 ミ ス ト は 、 楕 円 形 状 に 沿 っ て 縦
長 で 且 つ 横 方 向 の 厚 さ が 薄 い 噴 霧 パ タ ー ン と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 二 流 体 ノ ズ ル で は 、 ド ー ム 状 部 の 周 面 側 ま で 溝 を 切 り 込 ん で 噴 射 孔
を 設 け て い る た め 、 噴 射 角 度 は 広 く な る （ ８ ０ ° ～ １ ２ ０ ° ） 。 よ っ て 、 長 さ 方 向 の 噴 射
距 離 を 広 げ て 噴 射 範 囲 を 拡 大 で き る が 、 気 液 混 合 ミ ス ト の 打 力 が 弱 く な り 、 特 に 、 長 さ 方
向 （ 直 径 方 向 ） の 両 側 部 か ら 噴 射 さ れ る 気 液 混 合 ミ ス ト の 噴 射 量 が 少 な く な る と 共 に 打 力
が 弱 く な り 、 洗 浄 力 に バ ラ ツ キ が 発 生 す る 。 噴 射 角 度 を 狭 く す る に は 直 交 方 向 の 幅 Ｗ を 大
き く す る 必 要 が あ り 、 大 き く す る と 噴 霧 厚 さ が 厚 く な り 、 打 力 が 弱 く な る 欠 点 が あ る 。 か
つ 、 供 給 す る 気 体 の 圧 力 条 件 を 変 え る と 噴 射 角 度 も 変 動 し や す く な る 等 の 問 題 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ２ － ２ ７ ３ ５ ６ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 ス リ ッ ト 状 の 噴 射 孔 か ら 噴 射 さ れ る 気 液 混
合 ミ ス ト の 長 さ 方 向 の 噴 射 角 度 を 抑 制 し て 打 力 を 高 め 、 洗 浄 用 ノ ズ ル と し た 場 合 に 洗 浄 力
を 高 め る と 共 に 、 洗 浄 力 を 均 一 化 す る こ と を 課 題 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 は 、 第 １ に 、 ノ ズ ル 本 体 に 形 成 し た 気 体 流 入 口 と 液 体
流 入 口 と か ら 夫 々 供 給 す る 気 体 と 液 体 と を 混 合 室 で 混 合 し 、 該 気 液 混 合 流 体 を 噴 射 室 に 設
け た 噴 射 孔 よ り 気 液 混 合 ミ ス ト を 噴 射 す る 二 流 体 ノ ズ ル に お い て 、
　 前 記 ノ ズ ル 本 体 の 軸 心 線 に 沿 っ て 気 体 を 供 給 す る と 共 に 、 該 気 体 に 対 し て 外 周 方 向 よ り
液 体 を 混 合 さ せ る 混 合 室 を 設 け 、 該 混 合 室 に 噴 射 室 を 連 通 さ せ 、
　 前 記 噴 射 室 の 噴 射 側 は 、 先 端 面 を 平 坦 面 あ る い は 円 弧 面 と し た 閉 鎖 部 と す る と 共 に 、 そ
の 内 部 に 、 中 心 の 頂 点 に 向 か っ て 漸 次 小 径 と し た 軸 方 向 断 面 が 円 弧 状 と な る ド ー ム 状 の 主
孔 を 設 け 、 該 主 孔 に 前 記 混 合 室 よ り 混 合 流 体 を 流 入 さ せ 、 か つ 、 該 噴 射 室 の 噴 射 側 先 端 の
前 記 閉 鎖 部 に 、 外 周 縁 と 所 要 の 隙 間 を あ け て 直 径 方 向 の 切 り 込 み を 設 け 、 該 切 り 込 み は 長
さ 方 向 の 両 端 よ り 中 心 に 向 け て 深 さ 方 向 に 傾 斜 さ せ 、 該 切 り 込 み の 中 央 部 を 前 記 主 孔 の 先
端 側 と 連 通 さ せ 、 該 主 孔 と の 連 通 位 置 を 内 端 と し て 前 記 噴 射 側 外 面 に 向 け て テ ー パ 状 に 広
が る ス リ ッ ト 状 の 前 記 噴 射 孔 を 設 け て い る こ と を 特 徴 と す る 二 流 体 ノ ズ ル を 提 供 し て い る
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。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 構 成 と す る と 、 ス リ ッ ト 状 の 噴 射 孔 か ら 噴 射 さ れ る 気 液 混 合 ミ ス ト の 長 さ 方 向 の 噴
射 角 を 、 噴 射 側 外 端 面 に 直 径 方 向 に 切 り 込 む 深 さ 方 向 の 傾 斜 角 度 に よ っ て 簡 単 に 制 御 で き
、 前 記 特 許 文 献 １ の ノ ズ ル よ り も 噴 射 角 度 を 小 さ く で き 、 噴 射 さ れ る 気 液 混 合 ミ ス ト の 打
力 を 高 め る こ と が で き る と 共 に 噴 射 領 域 の 全 体 に わ た っ て 打 力 の バ ラ ツ キ を 抑 制 で き る 。
か つ 、 供 給 す る 気 体 の 圧 力 条 件 を 変 え て も 噴 射 角 度 の 変 動 を 少 な く す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 第 ２ に 、 ノ ズ ル 本 体 に 形 成 し た 気 体 流 入 口 と 液 体 流 入 口 と か ら 夫 々 供 給 す る 気
体 と 液 体 と を 混 合 室 で 混 合 し 、 該 気 液 混 合 流 体 を 噴 射 室 に 設 け た 噴 射 孔 よ り 気 液 混 合 ミ ス
ト を 噴 射 す る 二 流 体 ノ ズ ル に お い て 、
　 前 記 ノ ズ ル 本 体 の 軸 心 線 に 沿 っ て 気 体 を 供 給 す る と 共 に 、 該 気 体 に 対 し て 外 周 方 向 よ り
液 体 を 混 合 さ せ る 混 合 室 を 設 け 、 該 混 合 室 に 噴 射 室 を 連 通 さ せ 、
　 前 記 噴 射 室 の 噴 射 側 は 先 端 面 を 平 坦 面 と し た 閉 鎖 部 と す る と 共 に 、 そ の 内 部 に 、 中 心 の
頂 点 に 向 か っ て 漸 次 小 径 と し た 軸 方 向 断 面 が 円 弧 状 と な る ド ー ム 状 の 主 孔 を 設 け 、 該 主 孔
に 前 記 混 合 室 よ り 混 合 流 体 を 流 入 さ せ 、 か つ 、 該 噴 射 室 の 噴 射 側 先 端 の 前 記 閉 鎖 部 に 、 一
定 深 さ で 直 径 方 向 に 貫 通 さ せ た 切 り 込 み を 設 け 、 該 切 り 込 み の 中 央 部 を 上 記 主 孔 の 先 端 側
と 連 通 さ せ て ス リ ッ ト 状 の 噴 射 孔 を 設 け 、 さ ら に 、
　 前 記 噴 射 側 外 周 を 囲 む リ ン グ を 設 け て 、 該 リ ン グ の 先 端 を 前 記 切 り 込 み 底 面 と 前 記 噴 射
側 外 端 面 と の 間 の 所 要 位 置 に 突 出 さ せ 、 該 リ ン グ 先 端 位 置 を 調 節 す る こ と に よ り 前 記 噴 射
孔 の 噴 霧 角 度 を 調 節 で き る 構 成 と し て い る こ と を 特 徴 と す る 二 流 体 ノ ズ ル を 提 供 し て い る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 第 １ の 二 流 体 ノ ズ ル で は 、 噴 射 側 外 端 面 に 外 周 縁 よ り 間 隔 を あ け て 直 径 方 向 の 切 り
込 み を 設 け て い る が 、 第 ２ の 二 流 体 ノ ズ ル で は 、 直 径 方 向 に 貫 通 す る 一 定 深 さ の 切 り 込 み
を 入 れ て た め 、 簡 単 に 作 業 性 よ く ス リ ッ ト 状 の 噴 射 孔 を 形 成 で き る 。 か つ 、 切 り 込 み の 長
さ 方 向 の 両 端 で 前 記 リ ン グ を 突 設 し 、 切 り 込 み の 長 さ 方 向 の 両 端 を 閉 鎖 す る 壁 を 形 成 す る
た め 、 該 リ ン グ の 突 出 量 で 噴 射 角 度 を 簡 単 に 制 御 す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 前 記 第 １ の
二 流 体 ノ ズ ル と 同 様 に 、 第 ２ の 二 流 体 ノ ズ ル に お い て も 、 噴 射 角 度 を 前 記 特 許 文 献 １ よ り
も 小 さ く し て 噴 射 さ れ る 気 液 混 合 ミ ス ト の 打 力 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 第 １ の 発 明 お よ び 第 ２ の 発 明 と も 、 噴 射 孔 の 噴 射 角 度 θ は ５ ０ ～ ９ ０ 度 と す る こ と
が 好 ま し い 。
　 こ れ は ５ ０ 度 以 下 で あ れ ば 長 さ 方 向 の 噴 射 距 離 が 短 く な り 過 ぎ 、 噴 霧 範 囲 が 狭 く な り 過
ぎ る 一 方 、 ９ ０ 度 を 越 え て 範 囲 を 広 げ 過 ぎ る と 、 特 許 文 献 １ と 同 様 に 噴 射 さ れ る 気 液 混 合
ミ ス ト の 打 力 が 低 下 す る と 共 に 打 力 に バ ラ ツ キ が 生 じ や す く な る た め で あ る 。 前 記 噴 射 角
度 は 、 好 ま し く は ６ ０ ～ ８ ０ 度 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 混 合 室 は 、
　 前 記 軸 心 線 に 沿 っ て 供 給 す る 気 体 の 外 周 に 液 体 を 供 給 し て 混 合 す る と 共 に 、 先 端 側 に 向
け て 縮 径 す る 断 面 テ ー パ 状 と し た 第 １ 混 合 室 と 、
　 該 第 １ 混 合 室 に 小 径 流 路 を 介 し て 連 通 し た 大 径 の 第 ２ 混 合 室 と か ら な り 、
　 前 記 第 ２ 混 合 室 と 、 該 第 ２ 混 合 室 よ り 小 径 と し た 前 記 噴 射 室 と の 間 に 、 混 合 流 体 の 外 周
部 が 衝 突 す る 段 差 壁 面 を 設 け る こ と が 好 ま し い 。
　 即 ち 、 混 合 室 を ２ 箇 所 設 け て お り 、 こ れ ら 第 １ 混 合 室 と 第 ２ 混 合 室 と を 連 通 す る 小 径 流
路 を 長 く す る と 整 流 室 と な る 。 こ の よ う に 、 気 体 と 液 体 と を 第 １ 混 合 室 で 混 合 し た 後 、 再
度 、 第 ２ 混 合 室 に 流 入 さ せ て 、 か つ 、 該 第 ２ 混 合 室 で 前 記 混 合 流 体 の 外 周 部 を 段 差 壁 面 に
衝 突 さ せ て い る 。 混 合 流 体 は 中 央 部 の 気 体 に 対 し て 外 周 部 よ り 流 入 し て 混 合 す る た め 、 混
合 流 体 の 外 周 部 分 の 粒 径 が 大 き く な り が ち で あ る が 、 前 記 の よ う に 混 合 流 体 の 外 周 部 を 段
差 壁 面 に 衝 突 さ せ る こ と で 液 滴 を 小 径 化 で き 、 噴 射 領 域 内 に お い る 粒 径 の 均 一 化 を は か る
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こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 噴 射 領 域 内 で 粒 径 、 気 体 量 、 液 量 が ほ ぼ 均 一 な 気 液 混 合 ミ ス ト
が 得 ら れ 、 洗 浄 ノ ズ ル と し た 場 合 に 噴 射 範 囲 内 で の 洗 浄 力 の ば ら つ き を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 噴 射 側 外 端 面 に お け る 噴 射 孔 の 長 さ Ｌ １ と 、 該 長 さ Ｌ １ と 直 交 方 向 の 幅 Ｗ と は 、 Ｌ
１ ： Ｗ ＝ ３ ： １ ～ １ ０ ： １ と す る こ と が 好 ま し く い 。 噴 射 孔 の 長 さ Ｌ １ に 対 し て 噴 射 孔 の
幅 Ｗ を 広 げ 過 ぎ る と 、 噴 射 さ れ る 気 液 混 合 ミ ス ト の 厚 さ が 薄 く な ら ず 、 打 力 が 低 下 す る 一
方 、 幅 Ｗ を 狭 く し す ぎ る と 壁 面 に 付 着 す る 水 量 が 多 く な り 、 粒 子 の 粗 大 化 や 速 度 の 低 下 が
起 こ る た め 、 幅 Ｗ は 長 さ Ｌ １ に 対 し て 前 記 比 率 の 範 囲 と す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 前 記 噴 射 側 外 端 面 に お け る 噴 射 孔 の 長 さ Ｌ １ と 、 噴 射 孔 内 端 の 内 径 Ｌ ２ と は 、 Ｌ
１ ： Ｌ ２ ＝ １ ． ５ ： １ ～ ５ ： １ と す る こ と が 好 ま し く 、 該 設 定 と す る こ と で 前 記 し た 噴 射
角 度 ５ ０ ° ～ ９ ０ ° を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 噴 射 孔 内 端 か ら 外 端 ま で の 深 さ Ｄ と 、 直 交 方 向 の 幅 Ｗ は 、 Ｄ ： Ｗ ＝ １ ： １ ～ ３
： １ と す る こ と が 好 ま し い 。
　 こ れ は 、 噴 射 孔 の 深 さ Ｄ を 長 さ Ｌ １ に 対 し て 深 す ぎ る と 壁 面 に 付 着 す る 水 量 が 多 く な り
、 粒 子 の 粗 大 化 や 速 度 の 低 下 が 起 こ る 一 方 、 浅 す ぎ る と 噴 射 厚 さ が 大 と な っ て 、 打 力 が 低
下 す る た め で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 二 流 体 ノ ズ ル と も 、 前 記 噴 射 室 お よ び 噴 射 孔 を 設 け た ノ ズ ル チ ッ プ
を ノ ズ ル 本 体 と 別 体 と し て 設 け て 一 体 的 に 組 み つ け て い る こ と が 好 ま し い 。
　 こ の よ う に ノ ズ ル チ ッ プ を 別 体 と す る と 、 噴 射 角 度 の 相 違 す る ノ ズ ル チ ッ プ を 予 め 設 け
て お く と 、 容 易 に 噴 射 角 度 を 変 え る こ と が で き る 。 か つ 、 ノ ズ ル チ ッ プ の 噴 射 孔 に 目 詰 ま
り が 発 生 す る と 、 ノ ズ ル チ ッ プ の み を 取 り 外 し て メ ン テ ナ ン ス す る こ と が 出 来 る 。
　 な お 、 ノ ズ ル 本 体 と ノ ズ ル チ ッ プ と を 別 体 と せ ず に 、 樹 脂 で 一 体 成 形 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 な お 、 上 記 ノ ズ ル 本 体 の 気 液 混 合 流 路 へ の 液 体 （ 水 ） と 気 体 （ 空 気 ） と の 供 給 方 法 は 特
定 さ れ な い が 、 空 気 圧 を 高 め る 場 合 に は 該 空 気 圧 に よ り 供 給 さ れ る 水 の 逆 流 を 生 じ な い 構
成 と す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 二 流 体 ノ ズ ル と も 、 噴 射 す る 気 液 混 合 ミ ス ト の 幅 を 薄 く し て 打 力 を
高 め る こ と が で き る た め 、 特 に 洗 浄 用 ノ ズ ル や 冷 却 用 ノ ズ ル と し て 好 適 に 用 い ら れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 上 の 説 明 よ り 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 に 係 わ る 二 流 体 ノ ズ ル で は 、 ス リ ッ ト 状 の 噴 射
孔 の 長 さ 方 向 の 噴 射 角 度 を ９ ０ ° 以 下 の 任 意 の 角 度 に 簡 単 に 調 節 し て 形 成 で き 、 よ っ て 、
噴 射 さ れ る 気 液 混 合 ミ ス ト の 厚 さ を 薄 く で き 、 そ の 結 果 、 打 力 を 高 め る こ と が で き 、 洗 浄
用 ノ ズ ル と す る と 、 洗 浄 力 を 強 く す る こ と が で き 、 微 細 な 部 分 ま で 洗 浄 す る こ と が で き る
。 ま た 、 冷 却 用 と し て 用 い る 場 合 に も 、 打 力 が 強 い た め 冷 却 効 果 を 高 め る こ と が で き る 。
　 か つ 、 気 液 混 合 流 路 の 噴 射 側 先 端 を 閉 鎖 面 と し 、 該 閉 鎖 面 に 直 径 方 向 の 切 り 込 み を 設 け
る と 共 に 、 該 切 り 込 み の 中 央 を 前 記 主 孔 と 連 通 さ せ て ス リ ッ ト 状 の 噴 射 孔 と し て い る た め
、 主 孔 の 中 央 部 分 で は 気 液 混 合 流 体 が 噴 射 孔 へ と 直 進 す る 一 方 、 外 周 部 の 気 液 混 合 流 体 は
中 央 へ と 流 れ 込 み 、 噴 射 孔 の 内 端 で 正 面 衝 突 し な が ら 噴 射 孔 よ り 噴 射 さ れ る 。 よ っ て 、 ス
リ ッ ト 状 の 噴 射 孔 と 直 交 方 向 の 気 液 混 合 流 体 の 流 れ 方 向 お よ び 流 速 は 低 減 さ れ る と 共 に 、
正 面 衝 突 に よ り 気 液 混 合 流 体 の 微 粒 化 が 図 れ 、 噴 射 領 域 に お け る 粒 径 、 液 量 、 気 体 量 の 均
一 化 が 図 ら れ 、 洗 浄 力 に バ ラ ツ キ を 発 生 さ せ な い 利 点 も あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 ノ ズ ル 本 体 を 着 脱 自 在 に 組 み つ け る ノ ズ ル チ ッ プ を 設 け た 場 合 に は 、 該 ノ ズ ル チ
ッ プ を 交 換 す る こ と に よ り 、 噴 霧 パ タ ー ン を 変 更 す る こ と が で き る と 共 に 、 メ ン テ ナ ン ス
性 も 優 れ た も の と で き る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 １ お よ び 図 ２ は 第 １ 実 施 形 態 の 二 流 体 ノ ズ ル １ ０ を 示 す 。
　 図 中 、 １ １ は ノ ズ ル 本 体 、 １ ２ は コ ア 、 １ ３ は ノ ズ ル チ ッ プ 、 １ ４ は キ ャ ッ プ で あ り 、
こ れ ら ４ 部 品 か ら 組 み 立 て て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ノ ズ ル 本 体 １ １ は 、 略 円 筒 形 状 で 、 噴 射 側 の 先 端 に 凹 部 １ １ ａ を 設 け 、 該 凹 部 １ １ ａ 内
に コ ア １ ２ を 介 し て ノ ズ ル チ ッ プ １ ３ を 組 み つ け 、 キ ャ ッ プ １ ４ で ノ ズ ル 本 体 １ １ に 一 体
的 に 組 み つ け て い る 。
　 前 記 ノ ズ ル 本 体 １ １ は 、 中 心 軸 線 に 沿 っ て 気 体 流 路 １ ５ を 設 け 、 該 気 体 流 路 １ ５ を ノ ズ
ル 本 体 １ １ の 基 端 １ １ ｂ に 開 口 さ せ て 、 気 体 導 入 管 （ 図 示 せ ず ） と の 連 結 部 と し て い る 。
前 記 凹 部 １ １ ａ の 底 面 中 央 に は 気 体 流 路 １ ５ の 噴 射 側 先 端 を 構 成 す る 小 径 筒 部 １ １ ｃ を 突
出 さ せ て い る 。
　 ま た 、 ノ ズ ル 本 体 １ １ の 外 周 面 に 開 口 す る 大 径 の 液 体 導 入 孔 １ ６ を 設 け 、 該 液 体 導 入 孔
１ ６ を 直 角 に 噴 射 側 へ と 屈 折 さ せ て 、 軸 線 方 向 に 小 径 な 液 体 流 路 １ ７ を 設 け 、 該 液 体 流 路
１ ７ の 先 端 を 前 記 凹 部 １ １ ａ の 底 面 で 且 つ 前 記 小 径 筒 部 １ １ ｃ よ り 外 周 位 置 に 開 口 し て い
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 凹 部 １ １ ａ 内 に 嵌 合 す る コ ア １ ２ は 、 凹 部 底 面 と 接 す る 端 面 中 央 に 深 底 と し た 凹 部
１ ２ ａ を 設 け る と 共 に 、 其 の 周 囲 に 浅 底 と し た 凹 部 １ ２ ｂ を 設 け 、 前 記 凹 部 １ ２ ａ に 前 記
小 径 筒 部 １ １ ｃ を 突 出 さ せ て 気 体 流 入 部 と す る と 共 に 、 凹 部 １ ２ ｂ に 液 体 流 路 １ ７ を 開 口
っ さ せ て 液 体 流 入 部 と し て い る 。
　 前 記 中 央 の 凹 部 １ ２ ａ に 連 続 し て 噴 射 側 に 向 け て 縮 径 す る テ ー パ 孔 １ ２ ｃ を 設 け 、 該 テ
ー パ 孔 １ ２ ｃ の 先 端 に 小 径 の 混 合 流 路 １ ２ ｄ を 設 け て い る 。
　 前 記 形 状 の コ ア １ ２ に は 、 中 央 部 に 気 体 が 流 入 し 、 そ の 外 周 に 液 体 が 流 入 し 、 テ ー パ 孔
１ ２ ｃ で 混 合 さ れ て 、 該 テ ー パ 孔 １ ２ ｃ が 第 １ 混 合 室 Ａ と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 コ ア １ ２ の 先 端 側 に 連 接 す る ノ ズ ル チ ッ プ １ ３ に は 、 図 示 の よ う に 、 小 径 の 混 合 流
路 １ ２ ｄ に 連 通 す る 大 径 孔 １ ３ ａ か ら な る 第 ２ 混 合 室 Ｂ と 、 該 第 ２ 混 合 室 内 Ｂ に 段 差 壁 面
１ ３ ｂ を 介 し て 連 通 す る ド ー ム 状 の 主 孔 Ｅ を 設 け て い る 。 該 主 孔 Ｅ は 、 図 示 の よ う に 、 頂
端 側 に 向 か っ て 漸 次 小 径 と し た 軸 方 向 の 断 面 が 円 弧 状 と な る ド ー ム 状 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 記 ノ ズ ル チ ッ プ １ ３ の 噴 射 側 先 端 面 は 平 坦 な 円 形 状 の 閉 鎖 部 １ ３ ｂ と し 、 該 閉 鎖 部 １
３ ｂ に は 外 周 縁 と 所 要 の 隙 間 Ｌ ３ を あ け て 直 径 方 向 の 切 り 込 み １ ８ を 設 け て い る 。 該 切 り
込 み １ ８ は 長 さ 方 向 Ｘ の 両 端 よ り 中 心 に 向 け て 深 さ 方 向 に 角 度 θ １ で 傾 斜 さ せ 、 該 切 り 込
み １ ８ の 中 央 部 を 主 孔 Ｅ の 先 端 側 と 連 通 さ せ 、 該 主 孔 Ｅ と の 連 通 位 置 を 内 端 と し て 噴 射 側
外 面 に 向 け て テ ー パ 状 に 広 が る ス リ ッ ト 状 の 噴 射 孔 ２ ０ を 設 け て い る 。 こ の よ う に 、 ド ー
ム 状 の 主 孔 Ｅ の 先 端 側 に ス リ ッ ト 状 の 噴 射 孔 ２ ０ を 設 け て 、 該 主 項 Ｅ を 噴 射 室 と て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 記 ス リ ッ ト 状 の 噴 射 孔 ２ ０ は 、 図 ２ に 拡 大 し て 示 す よ う に 、 内 端 が 楕 円 状 で 、 外 端 が
細 長 い 長 方 形 状 と な る 。 該 噴 射 孔 ２ ０ で は 、 噴 射 側 外 端 面 に お け る 噴 射 孔 ２ ０ の 長 さ Ｌ １
と 、 該 長 さ Ｌ １ と 直 交 方 向 の 幅 Ｗ と は 、 Ｌ １ ： Ｗ ＝ ３ ： １ ～ １ ０ ： １ に 設 定 し て い る 。 か
つ 、 前 記 長 さ Ｌ １ と 記 噴 射 孔 ２ ０ の 流 入 口 と な る 内 端 の 長 軸 側 の 内 径 Ｌ ２ と は 、 Ｌ １ ： Ｌ
２ ＝ １ ． ５ ： １ ～ ５ ： １ と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 さ ら に 、 噴 射 孔 ２ ０ の 内 端 か ら 外 端 ま で の 深 さ Ｄ と 、 直 交 方 向 の 幅 Ｗ と は 、 Ｄ ： Ｗ ＝ １
： １ ～ ３ ： １ と し て い る 。
　 さ ら に 、 該 噴 射 孔 ２ ０ の 長 さ 方 向 に お け る 噴 射 角 度 θ を ５ ０ ～ ９ ０ 度 の 範 囲 と な る よ う
に 設 定 し て い る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 ６ ０ 度 と ８ ０ 度 の ２ 種 類 の ノ ズ ル チ ッ プ を 設 け
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て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 前 記 構 造 の 二 流 体 ノ ズ ル の 作 用 を 説 明 す る 。
　 気 体 流 路 １ ５ よ り 流 入 し た 気 体 （ 本 実 施 例 で は 空 気 ） は ノ ズ ル 本 体 １ １ の 中 心 軸 心 部 に
お い て 、 コ ア １ ２ の 中 央 の 凹 部 １ ２ ａ に 噴 出 さ れ る 一 方 、 該 空 気 の 外 周 部 の 凹 部 １ ２ ｂ に
液 体 流 路 １ ７ よ り 液 体 が 噴 出 さ れ 、 テ ー パ 孔 １ ２ ｃ か ら な る 第 １ 混 合 室 Ａ で 空 気 の 外 周 部
に 水 が 混 合 さ れ た 状 態 と な る 。
　 こ の 第 １ 混 合 室 Ａ に お け る 混 合 に よ り 空 気 と 水 と は ほ ぼ 全 体 的 に 混 合 状 態 と な る が 、 比
較 的 外 周 部 は 水 滴 が 大 き く 、 中 心 部 は 水 滴 が 小 さ い 状 態 と な り 、 該 状 態 で 、 次 に 整 流 室 Ｂ
へ 流 入 す る 。 よ っ て 、 整 流 室 Ｂ で は 内 壁 に 沿 っ て 水 滴 が 大 き い 気 水 混 合 液 が 流 通 し 、 中 心
部 に は 水 滴 が 小 さ い 気 水 混 合 液 が 流 通 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 １ 混 合 室 Ａ で 混 合 さ れ た 混 合 流 体 は 小 径 の 混 合 流 路 １ ２ ｄ を へ て ノ ズ ル チ ッ プ １ ３ の
第 ２ 混 合 室 Ｂ に 流 入 す る 。 該 第 ２ 混 合 室 Ｂ で 気 水 混 合 液 は 拡 散 し 、 主 と し て 外 周 部 の 混 合
液 が 周 壁 内 面 に 衝 突 す る 。 よ っ て 、 外 周 部 の 粒 径 の 大 き い 水 滴 は 小 さ い 粒 径 の 水 滴 と な り
、 中 心 部 の 水 滴 と 略 均 等 な 粒 径 と な る 。 こ の 粒 径 が 均 等 と な っ た 気 水 混 合 液 は 小 径 と し た
噴 射 室 の 段 差 壁 面 １ ３ ｂ に 衝 突 し な が ら 主 孔 Ｅ に 流 入 し 、 ス リ ッ ト 状 の 噴 射 孔 ２ ０ よ り 噴
射 す る 。 噴 射 さ れ た 気 水 混 合 ミ ス ト は 噴 射 孔 ２ ０ の 形 状 に よ り 、 広 角 扇 形 で 且 つ 噴 霧 厚 さ
が 薄 い ス プ レ ー パ タ ー ン と な り 、 か つ 、 ス プ レ ー パ タ ー ン 全 域 に わ た り 、 粒 径 が 均 等 で 、
か つ 、 空 気 量 お よ び 液 量 と も 略 均 等 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 且 つ 、 前 記 ス プ レ ー パ タ ー ン で は 、 ス リ ッ ト 状 の 噴 射 孔 ２ ０ か ら の 噴 射 角 度 を ５ ０ ～ ９
０ 度 と し て 比 較 的 狭 く し て い る た め 、 長 さ 方 向 の 全 長 に わ た っ て 噴 射 さ せ る 気 液 混 合 ミ ス
ト の 打 力 を 低 下 さ せ ず 、 ス プ レ ー パ タ ー ン の 全 域 に わ た り 強 い 打 力 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 尚 、 本 発 明 の よ う に 、 ノ ズ ル の 中 心 部 に 空 気 を 供 給 し 、 そ の 外 周 部 に 水 を 供 給 し て 混 合
す る 方 式 の 気 水 混 合 ノ ズ ル に お い て は 、 混 合 液 の 外 周 部 の 水 滴 の 粒 径 が 大 き く な る の は 、
必 然 的 な こ と で あ る 。 よ っ て 、 こ の 外 周 部 の 大 き な 水 滴 を 、 本 発 明 の よ う に 強 制 的 に 壁 面
に 衝 突 さ せ て 小 径 化 さ せ る 手 段 を 用 い な い 場 合 に は 、 ス プ レ ー パ タ ー ン の 周 縁 部 の 粒 径 が
大 き く な る 。 こ れ に 対 し て 、 本 発 明 で は 、 段 差 壁 面 に 衝 突 さ せ て 小 径 化 し て い る た め 、 粒
径 の 小 径 均 等 化 が 図 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ３ （ Ａ ） （ Ｂ ） は 第 １ 実 施 形 態 の 変 形 例 を 示 し 、 ノ ズ ル チ ッ プ １ ３ ’ の 噴 射 側 先 端 面
の 外 面 形 状 を 円 弧 形 状 と し て い る 。
　 該 変 形 例 に お い て も 、 直 径 方 向 に 切 り 込 み １ ８ ’ を 設 け 、 該 切 り 込 み を 中 心 側 に 向 け て
傾 斜 さ せ 、 切 り 込 み １ ８ ’ を ド ー ム 状 の 主 孔 Ｅ と 連 通 さ せ て 、 ス リ ッ ト 状 の 噴 射 孔 ２ ０ ’
を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ４ は 第 ２ 実 施 形 態 を 示 し 、 気 体 と 液 体 と の 混 合 部 の 構 成 を 変 え て 、 前 記 図 ６ と 同 様 な
構 成 と し て い る が 、 ノ ズ ル チ ッ プ ２ ２ の 構 成 は 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 と し て い る 。
　 ノ ズ ル 本 体 １ １ ” は 、 横 長 円 筒 形 状 で 、 そ の 左 右 両 端 部 に 夫 々 気 体 供 給 管 お よ び 液 体 供
給 管 （ 図 示 せ ず ） と 接 続 す る 大 径 の 開 口 部 ２ ５ 、 ２ ６ を 形 成 す る と 共 に 、 軸 方 向 中 央 部 に
図 中 上 面 が 開 口 し た 凹 部 ２ ７ を 設 け 、 該 凹 部 ２ ７ の 内 周 面 に キ ャ ッ プ ２ ３ を 螺 着 す る た め
の メ ネ ジ 部 ２ ７ ａ を 形 成 し て い る 。 さ ら に 、 前 記 気 体 供 給 管 と 接 続 す る 開 口 部 ２ ５ に は 、
ノ ズ ル 本 体 １ １ ” の 軸 芯 線 よ り 下 方 位 置 で 且 つ 軸 芯 線 と 平 行 に 穿 設 し た 小 径 の 気 体 流 路 ２
８ を 連 通 し て い る 。 該 気 体 流 路 ２ ８ は ノ ズ ル 本 体 １ １ ” の 中 央 部 に お い て 凹 部 ２ ７ 側 へ 屈
折 さ せ て 凹 部 底 面 中 央 に 開 口 す る と 共 に 、 該 開 口 の 外 周 に 沿 っ て 凹 部 内 に 仕 切 壁 部 ２ ９ を
突 設 し て オ リ フ ィ ス を 形 成 し て い る 。 一 方 、 液 体 供 給 管 と 接 続 す る 開 口 部 ２ ６ に は 、 軸 芯
線 Ｌ に 沿 っ て 、 即 ち 、 気 体 流 路 ２ ８ よ り 上 部 側 で 、 凹 部 ２ ７ の 外 周 面 の 一 部 に 開 口 す る 小
径 の 液 体 流 路 ３ １ を 穿 設 し て い る 。
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【 ０ ０ ３ ３ 】
　 前 記 凹 部 ２ ７ 内 に は 、 コ ア ２ １ を 嵌 め 込 み 、 該 コ ア ２ １ の 先 端 部 に ノ ズ ル チ ッ プ ２ ２ を
嵌 合 し 、 こ れ ら コ ア ２ １ と ノ ズ ル チ ッ プ ２ ２ に キ ャ ッ プ ２ ３ を 嵌 合 し た 状 態 で 、 キ ャ ッ プ
２ ３ を ノ ズ ル 本 体 １ １ ” に 螺 着 す る こ と に よ り 、 ノ ズ ル を 組 み 立 て て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ノ ズ ル 本 体 １ １ ” の 凹 部 ２ ７ 内 に 嵌 合 す る コ ア ２ １ は 、 上 端 よ り 軸 芯 に 沿 っ て 穿 設 し た
小 径 孔 ３ ２ の 下 部 に 下 向 き 円 錐 状 に 拡 大 す る テ ー パ 孔 ３ ３ を 形 成 し て お り 、 該 テ ー パ 孔 ３
３ は 上 記 仕 切 壁 部 ２ ９ と 空 隙 を あ け て 囲 繞 し て 配 置 し て い る 。 該 空 隙 で は 仕 切 壁 部 ２ ９ の
上 端 部 外 壁 と テ ー パ 孔 ３ ３ の 内 壁 と の 間 の 間 隔 が 狭 く な り 、 こ の 狭 い 空 隙 を オ リ フ ィ ス と
し て 作 用 さ せ る よ う に し て い る 。 該 構 成 と す る こ と に よ り 、 気 体 を テ ー パ 孔 ３ ３ の 中 心 部
に 噴 出 さ せ る と 共 に 、 液 体 を 気 体 の 外 周 部 に 噴 出 し 、 よ っ て 、 テ ー パ 孔 ３ ３ の 内 部 に 構 成
さ れ る 第 １ 混 合 室 Ａ に お い て 、 気 体 の 外 周 部 に 液 体 を 供 給 し て 混 合 し て い る 。
　 テ ー パ 孔 ３ ３ と 連 通 す る 小 径 孔 ３ ２ は 比 較 的 長 く 設 定 し て 、 長 尺 な 整 流 室 を 構 成 し 、 第
１ 混 合 室 Ａ で 混 合 さ れ た 混 合 流 体 の 整 流 作 用 が 十 分 に 為 さ れ る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 前 記 ノ ズ ル チ ッ プ ２ ２ は 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に 、 前 記 コ ア ２ １ の 整 流 室 に 連 通 す る 大 径
室 ２ ２ ａ か ら な る 第 ２ 混 合 室 Ｂ を 設 け て い る 。 該 第 ２ 混 合 室 Ｂ は 第 １ 実 施 形 態 の 第 ２ 混 合
室 と 比 較 し て 長 尺 と し て い る 。 こ の 第 ２ 混 合 室 Ｂ に 段 差 壁 面 ２ ２ ｂ を 介 し て 第 １ 実 施 形 態
と 同 様 な 主 孔 Ｅ と 連 通 さ せ て い る 。 該 主 孔 Ｅ の 先 端 閉 鎖 部 に は 切 り 込 み を 設 け て ス リ ッ ト
状 の 噴 射 孔 ２ ０ ’ を 設 け て い る 構 成 は 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 第 ２ 実 施 形 態 の 二 流 体 ノ ズ ル の 作 用 を 説 明 す る と 、 気 体 流 路 ２ ８ よ り 流 入 し た 気 体 （ 本
実 施 例 で は 空 気 ） は ノ ズ ル 本 体 １ １ ” の 中 心 軸 心 部 に お い て 、 オ リ フ ィ ス よ り 第 １ 混 合 室
Ａ 内 に 噴 出 さ れ 、 該 空 気 の 外 周 部 に 液 体 流 入 口 ２ ６ よ り 流 入 し た 液 体 （ 本 実 施 例 で は 水 ）
が オ リ フ ィ ス よ り 噴 出 さ れ て 、 空 気 の 外 周 部 よ り 水 が 混 合 さ れ た 状 態 と な る 。
　 こ の 第 １ 混 合 室 Ａ に お け る 混 合 に よ り 空 気 と 水 と は ほ ぼ 全 体 的 に 混 合 状 態 と な る が 、 比
較 的 外 周 部 は 水 滴 が 大 き く 、 中 心 部 は 水 滴 が 小 さ い 状 態 と な り 、 該 状 態 で 、 次 に 整 流 室 へ
流 入 す る 。 よ っ て 、 整 流 室 で は 内 壁 に 沿 っ て 水 滴 が 大 き い 気 水 混 合 液 が 流 通 し 、 中 心 部 に
は 水 滴 が 小 さ い 気 水 混 合 液 が 流 通 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 整 流 室 の 先 端 よ り 大 径 の 第 ２ 混 合 室 Ｂ に 噴 出 す る 気 水 混 合 液 は 拡 散 し 、 主 と し て 外 周 部
の 混 合 液 が 前 面 の 段 差 壁 ２ ４ に 衝 突 す る 。 よ っ て 、 外 周 部 の 粒 径 の 大 き い 水 滴 は 小 さ い 粒
径 の 水 滴 と な り 、 中 心 部 の 水 滴 と 略 均 等 な 粒 径 と な る 。 こ の 粒 径 が 均 等 と な っ た 気 水 混 合
液 は 小 径 と し た 噴 射 室 の 主 孔 Ｅ に 流 入 し 、 ス リ ッ ト 状 の 噴 射 孔 ４ ２ よ り 噴 射 す る 。 噴 射 さ
れ た 気 水 混 合 ミ ス ト は 噴 射 孔 ２ ０ ’ の 形 状 に よ り 、 広 角 扇 形 で 且 つ 噴 霧 厚 さ が 薄 い ス プ レ
ー パ タ ー ン と な り 、 か つ 、 ス プ レ ー パ タ ー ン 全 域 に わ た り 、 粒 径 が 均 等 で 、 か つ 、 空 気 量
お よ び 液 量 と も 略 均 等 と な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ５ は 第 ３ 実 施 形 態 を 示 す 。
　 第 ３ 実 施 形 態 で は ノ ズ ル チ ッ プ １ ３ ” に 設 け る 噴 射 孔 ２ ０ ” の 構 成 を 第 １ 実 施 形 態 を 代
え て い る 。
　 ノ ズ ル チ ッ プ １ ３ ” の 噴 射 側 先 端 の 円 形 状 の 閉 鎖 部 １ ３ ｂ ” に は 、 直 径 方 向 に 一 定 深 さ
の 切 り 込 み １ ８ ” を 貫 通 し て 設 け て い る 。 即 ち 、 第 １ ～ 第 ３ 実 施 形 態 で は 切 り 込 み は 外 周
縁 か ら 所 要 寸 法 を あ け て 形 成 し て い る が 、 第 ４ 実 施 形 態 で き は 切 り 込 み １ ８ ” を 貫 通 さ せ
て い る 。 こ の よ う に 貫 通 さ せ る と 、 加 工 性 を 改 善 で き る が 、 形 成 さ れ る ス リ ッ ト 状 の 噴 射
孔 は 長 さ 方 向 の 両 端 が 開 口 状 態 と な り 、 噴 射 角 度 は １ ８ ０ 度 以 上 と な っ て し ま う こ と と な
る 。
　 よ っ て 、 ノ ズ ル チ ッ プ １ ３ ” の 外 周 面 に リ ン グ ５ ５ を 取 り 付 け 、 該 リ ン グ ５ ５ の 先 端 位
置 を 噴 射 孔 ４ ２ ” の 内 端 位 置 と ノ ズ ル チ ッ プ の 外 端 位 置 の 間 Ｈ に 突 出 さ せ て 、 開 口 さ れ た
長 さ 方 向 の 両 端 に 噴 射 角 度 制 御 用 の 閉 鎖 部 を 設 け て い る 。 詳 細 に は 、 ノ ズ ル チ ッ プ ２ ２ ”
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の 外 周 面 に 雄 ネ ジ を 設 け る 一 方 、 リ ン グ ５ ５ を 圧 入 嵌 合 し 、 噴 射 角 度 を ６ ０ ～ ８ ０ ° と し
て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 前 記 第 ３ 実 施 形 態 の 構 成 を 、 前 記 第 ２ 実 施 形 態 の ノ ズ ル チ ッ プ に 適 用 し て も 良 い
こ と は 言 う ま で も な い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 の 二 流 体 ノ ズ ル は 、 ス リ ッ ト 状 の 噴 射 孔 よ り 噴 射 す る 気 液 混 合 ミ ス ト の 打 力 を 噴
射 領 域 の 全 体 に わ た っ て 高 め る こ と が 出 来 る と 共 に 、 粒 径 を 微 小 と し て 気 液 混 合 ミ ス ト に
お け る 液 滴 の 均 等 化 が 図 れ 、 か つ 、 供 給 圧 が 多 少 変 動 し て も 噴 霧 範 囲 の 変 動 が 少 な い も の
で あ る た め 、 洗 浄 用 ノ ズ ル と し て 好 適 に 用 い る ら れ る だ け で な く 、 冷 却 用 、 塗 布 用 、 散 布
用 と し て も 好 適 に 用 い る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 二 流 体 ノ ズ ル の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ Ａ ） （ Ｂ ） は 第 １ 実 施 形 態 の 要 部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ Ａ ） （ Ｂ ） は 第 １ 実 施 形 態 の 変 形 例 の 要 部 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 ２ 実 施 形 態 の 二 流 体 ノ ズ ル の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 ３ 実 施 形 態 の 二 流 体 ノ ズ ル の 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 例 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
１ ０ 　 二 流 体 ノ ズ ル
１ １ 　 ノ ズ ル 本 体 、
１ ３ 　 ノ ズ ル チ ッ プ
２ ０ 　 噴 射 孔
Ａ 　 第 １ 混 合 室 、
Ｂ 　 第 ２ 混 合 室
Ｅ 　 主 孔 （ 噴 射 室 ）

10

20

(9) JP 2006-167601 A 2006.6.29



【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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